
はじめに

２０２０年ごろからＺ世代といわれる１０代・２０代の
若者のあいだで「カフェ巡り」がブームとなって
いる。さらに、コロナ禍での行動制限がある状況
下でもカフェは比較的利用しやすかったため、
ブームに拍車がかかったものと考えられている。
カフェの店内ではコーヒーや軽食を味わうだけで
なく、グルーブでの会話を楽しんだり、Social
Networking Service（SNS）向けに店の内装やスイー
ツの写真を熱心に撮影したりしている１）。Insta-
gramが発表した、２０２２年の「Ｚ世代の利用動向か

ら見る２０２２年のトレンドを発表」によると、Insta-
gram利用者の「人気のハッシュタグ」で、「♯カ
フェ巡り」が９位、「♯カフェ」が１１位と、カフェ
関連のハッシュタグが２つも TOP２０入りしてい
る２）。２０２３年７月時点でも、Instagramで「カフェ」
に該当する投稿は２，９００万件以上であったことが
報告され、SNS映えするかどうかという点がカ
フェを選ぶ際に優先度の高い条件になっていると
考えられている１）。
このように、１０代・２０代の若者において、In-

stagramを中心とした SNSを情報源とした映える
カフェが選択に大きく影響していると考えられて
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Abstract
A questionnaire survey was conducted among 158 female university students regarding their social media use and

how they use it when choosing a café. Almost all of them used social media, and used it for an average of three hours
a day. The purpose of using it was to browse, kill time, or as a source of information, and viewed items were mostly
focused on fashion, food, and makeup. Of the surveyed students, 55% said they post often. Additionally, 84% of re-
spondents actually went to a cafe based on information from social media, and they indicated that they valued not
only the taste or appearance of food and beverages but also the physical appearance of the café.
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いる。
１０代・２０代の若者のカフェの利用については、

LINEリサーチの２０２１年の「高校生のお気に入り
のカフェは？」では、友だちとお店でお茶をする
ときに行くところは、複数回答で、女子高校生で
は「ファーストフード店」が最も多く５０％、次い
で「コーヒーチェーン」の４５％、男子高校生では
「ファーストフード店」が最も多く３２％、「コー
ヒーチェーン」は４番目で１９％であり、好きな
コーヒーチェーンは、複数回答で、女子高校生で
は「スターバックスコーヒー」が最も多く６４．８％、
次いで「コメダ珈琲店」の４３．０％、男子高校生で
も「スターバックスコーヒー」が最も多く３７．１％、
次いで「コメダ珈琲店」の２８．６％であったことが
報告されている３）。LINEリサーチの２０２２年の「ス
タバに行く頻度は？」では、スターバックスに行
く頻度は、１０代では「月に１回以上」が２９％で最
多、次いで「２～３カ月に１回くらい」が１８％、
２０代では「月に１回以上」が３２％で最多、次いで
「２～３カ月に１回くらい」が２４％であり、ス
ターバックスの好きなところは、多い順に「ドリ
ンクがおいしい」４３．７％、「限定・新作のメニュー
が充実している」２９．５％、「おしゃれ」２９．０％で
あったことが報告されている４）。
特に女子高校生において、「限定・新作メ
ニュー」といった話題性や、「おしゃれ」といった
雰囲気的な要素がカフェの選択に大きく影響して
いると考えられている。
一方、SHIBUYA１０９エンタテイメントと CCC

マーケティングの２０２１年の「Z世代の食に関する
意識調査」によると、Z世代が１か月の中で月由
に使えるお金は平均３７，０４６円で、そのうち食に平
均１０，７９７円と最もお金をかけ、食の中でも、カ
フェやお菓子など、楽しむためのエンタメ食に平
均４，７２１円を費やしていること、また、食の価値
観では、「空間も大事」（６４．６％）が最も多く、「価
格」（６０．９％）、「誰かと楽しむ」（５５．８％）と続き、
エンタメ食については６２．６％が SNSに投稿する
と答えたことが報告されている５，６）。また、橋本
商会の２０２３年の「飲食店利用時にどの SNSを使
う？」では、SNS映えを前提として、１０代・２０代

の男女が飲食店選びで重視したい点は、複数回答
で、「料理の見た目」が８５．５％と最も多く、「料理
の味」５５．３％、「お店の内装」５１．６％、「価格」４４．７
％、「お店の外装」２８．９％と続いたことが報告され
ている７）。
以上のように、１０代・２０代の若者において、カ
フェやお菓子など楽しむための食事にお金を使
い、その選択は食事そのものだけではなく店の雰
囲気までも含めた見た目が重視されていると考え
られている。
これとは別に、Z世代とよばれる１０代・２０代の
特に女性を中心に、SNSに投稿するおしゃれな
写真を撮影することがブームとなり、「インスタ
映え」という言葉が現代用語の基礎知識選 新
語・流行語大賞を受賞したのは２０１７年である
が８，９）、ICT総研の「SNS利用動向に関する調査」
では、２０１７年～２０２２年において SNSの利用は非
常に多いことが報告されている１０－１３）。
１０代・２０代の若者の SNSの利用については、
総務省の２０２３年の「令和４年通信利用動向調査の
結果」では、１３歳～１９歳、２０歳～２９歳の SNSの利
用状況は、９２．０％、９１．７％であったことが報告さ
れている１４）。ICT総研の２０２２年の「SNS利用動向
に関する調査」では、主な SNSの利用状況は複数
回答で、多い順に「LINE」７９．５％、「YouTube」６２．０
％、「Twitter」５５．９％、「Instagram」５２．９％、「Face-
book」２４．６％１３）、イオレの２０２３年の「大学生の
SNS利用に関するアンケート調査」では、毎日利
用している SNSは複数回答で、多い順に「LINE」
９１．２％、「YouTube」７０．９％、「Twitter」６２．８％、
「Instagram」６９．５％、「TikTok」１７．９％１５）、また、
東京工科大学の２０２３年の「新入生の「コミュニケー
ションツール」利用実態調査」では、現在利用し
ている SNSは、複数回答で、多い順に「LINE」
９９．２％、「Twitter」８３．６％、「Instagram」７８．３％、
「Discord」４６．０％、「TikTok」４４．３％１６）であったこ
とが報告されている。
以上のように、１０代・２０代の若者において、そ
の９０％以上が、LINE、Twitter、Instagram、You-
Tubeなどの SNSを利用していると考えられてい
る。
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さらに、２０２０年の上越教育大学の「SNSの利用
態度が大学生のインターネット依存及び自信に与
える影響」に関する研究では、SNSの利用時間は
平日１．７８時間、休日１．８９時間１７）、総務省情報通
信政策研究所の２０２３年の「令和４年度 情報通信
メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告
書」では、１０代・２０代の「ソーシャルメディアを
見る・書く」「動画投稿・共有サービスを見る」に
費やす時間の合計は平日で１５５．３分、１８７．２分、休
日で２３８．９分、２７４．１分１８）、イオレの２０２３年の「大
学生の SNS利用に関するアンケート調査」では、
１日の SNS利用時間では、多い順に「１～２時
間」２７．４％、「２～３時間」２３．２％、「３～４時間」
と「１時間以内」１６．５％、「５時間以上」９．５％、
「４～５時間」７．０％１５）であったことが報告され
ている。
長時間 SNSを利用する理由として、２０２０年の
上越教育大学の「SNSの利用態度が大学生のイン
ターネット依存及び自信に与える影響」では、「コ
ミュニケーションをとるため」８４．９％、「情報収集
のため」６０．５％、「暇つぶし」５０．７％１７）、総務省の
２０２３年の「令和４年通信利用動向調査の結果」で
は、SNSの利用目的は全世代の複数回答で、「知
人とのコミュニケーション」８８．６％、「情報を探す
ため」６４．５％、「ひまつぶしのため」３３．４％１４）、
ICT総研の２０２２年の「SNS利用動向に関する調査」
では、SNSの利用目的は複数回答で、多い順に
「仕事や趣味などの情報収集」４４．０％、「知人同士
の近況報告」３７．１％、「SNSを通じて、人とつな
がっていたい」２３．６％、「特に目的はない」２２．２％、
「自分の行動記録を残しておきたい」１９．３％１３）で
あったことが報告されている。
以上のように、１０代・２０代の若者において、

SNSを平均して毎日２～４時間程度、主に「コ
ミュニケーション手段」と「情報収集」に利用し
ているものと考えられている。
一方、１０代・２０代の若者が飲食店の利用時に

SNSを利用するかどうかについて、橋本商会の
２０２３年の「飲食店利用時にどの SNSを使う？」で

は、１０代・２０代の男女が飲食店の情報リサーチに
利用する SNSは、複数回答で、「Instagram」が
７８．６％と最も多く、２番目の「Twitter」４４．８％、３
番目の「YouTube」２８．９％を大きく差をつけてお
り、投稿する SNSも「Instagram」が７０．４％で、２
番目の「Twitter」は３６．５％であったことが報告さ
れ７）、シンクロ・フードの２０２２年の「SNSを使っ
た集客についてのアンケート調査」では、「SNS
を活用した集客を行っている」店舗は８２．６％であ
り、これらの店舗が最も活用している SNSは、
多い順に「Instagram」５９．５％、「Facebook」１９．３％、
「Twitter」１１．０％であったことが報告されてい
る１９）。
このように、SNSでの飲食店関連の情報は In-

stagramに集中していることが考えられているが、
１０代・２０代のカフェブームにおいて、実際に、
SNSを利用してカフェが選ばれているかどうか、
SNSに掲載されているどのような情報を活用し
てカフェを選んでいるのかなどを調査した結果は
確認できなかった。
このような状況を踏まえ、本学の女子大学生に
対し、カフェを選ぶ際に SNSは実際に利用され
ているのか、どのように SNSは利用されている
のかなどの実態を調査した。この結果を報告す
る。

方法

調査は、２０２２年９月に、学内ネットワークのア
ンケート機能を用い、案内から回答期間１０日間
で、本学の女子大学生４２４名（家政保健学科、管理
栄養学科、子ども心理学科の１年生２４９名、２年
生９０名、３年生７５名、４年生１０名）に、「１０代２０代
のカフェ選びと SNSとの関係性」と題し、ここ１
年以内での「SNSの利用頻度」「一日の SNSの利用
時間」「よく使う SNSの種類（利用時間が長いも
の）」「SNSの利用目的」「SNSでよく見る項目」
「SNSを情報源として実際にカフェに行ったか
どうか」「カフェ選びの際に SNSの写真情報を利

注）「Twitter」は、２０２３年７月２４日に「X」に名称変更されている。
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用したかどうか」「カフェ選びの際に SNSの写真
のどこに着目するか」「カフェ選びで最も重要と考
える点」「SNSに良く投稿するかどうか」「カフェ
に関して投稿する際に最も意識する点」について
アンケートをお願いし、回答結果の利用に同意の
あった１５８名（１年生１１４名、２年生１６名、３年生
２７名、４年生１名）の回答について分析した（鎌
倫－２２０１９）。

結果

SNSの利用状況を調査した結果、１５８名中１５７
名が「毎日利用している」と答え、１日の SNS

の利用時間は「１時間以上３時間未満」が最も多
く４２．７％、次いで「３時間以上５時間未満」が２３．６
％、「１時間未満」が１５．９％、「５時間以上７時間
未満」が１４．０％、平均３．０時間程度と、毎日、多く
の時間 SNSを利用していることが分かった（図
１）。

利用している SNSでは、複数回答で「Insta-
gram」が８０．９％と最も多く、次いで「YouTube」が
７２．６％、「LINE」が６６．９％、「Twitter」が４５．２％、
「TikTok」が４２．７％、「その他」が１．３％であった
（図２）。

SNSの利用目的は、複数回答で「見るだけ・暇
つぶし」が９１．１％、「情報源」が８４．７％、３番目に
多い「人と繋がっていたい」や４番目の「連絡手
段」は計２２．９％と、SNSの利用目的では見ること
が中心となっている（図３a）。SNSでよく見る項
目は、複数回答で「ファッション」６６．２％、「食べ
物」６１．１％、「メイク」５２．２％のほぼ３項目である
ことが分かった（図３b）。
さらに、SNSの情報をもとに実際にカフェに

いったことがあるかどうかという質問に対して
は、８４．２％が「SNSの情報をもとに実際にカフェ
にいったことがある」と回答し（図４a）、このうち
の９５．５％が「SNSの写真情報を利用した」と答え
た（図４b）。SNSの写真で注目した点では、複数
回答で、「食べ物の見た目」８３．５％と「お店の雰囲
気」６７．７％のほぼ２点に集中していた（図４c）。
一方、カフェを選ぶ際に重要と考える点は、単
独回答で、「食べ物のおいしさ」３６．１％、「お店の
雰囲気」３３．１％、つづいて「口コミ」１７．３％、「メ
ニューの写真」１２．８％であった（図５）。

Instagram
YouTube
LINE
Twitter
TikTok
その他

０ ５０ １００ １５７
度数

図２ よく使うSNSの種類
図 1 aで SNSを毎日利用していると答えた１５７名について、
よく利用するSNSを選択肢で質問した（複数回答）。

a．SNSを利用する頻度

１５７ 無回答毎日

０ ５０ １００ １５８
度数

b．１日の SNSの利用時間

７時間以上

１時間未満５時間以上７時間未満

３時間以上５時間未満

１時間以上３時間未満

図１ １日のSNSの利用時間
⒜データの使用に同意のあった１５８名についてSNSを利用
する頻度を選択肢で質問した（単独回答）。⒝⒜でSNSを毎
日利用していると答えた１５７名について、１日の利用頻度を
選択肢で質問した（単独回答）。
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また、SNSによく投稿すると答えた学生に、
カフェについて投稿する際にもっとも意識する点
はどこか質問したところ、単独回答で「写真うつ
り」が９０．８％と最も多かった（図６）。

考察

本調査では、SNSでは「Instagram」の利用が最
も多かった。他の調査では、「LINE」が最も利用
されている SNSになることが多いが、おおむね
「LINE」「Twitter」「YouTube」「Instagram」が上位

a．SNSの利用目的 おいしさ
お店の雰囲気

口コミ
メニューの写真

その他

見るだけ・暇つぶし
情報源

人と繋がていたい
連絡手段
その他

０ ５０ １００ １５７ ０ ５０ １００ １３３
度数 度数

b．SNSでよく見る項目 図５ カフェ選びで最も重要と考える点
ファッション

食べ物
メイク
推し
動物

アニメ
ゲーム
趣味
動画

その他

図４aで SNSの情報をもとに実際にカフェにいったことが
あると答えた１３３名について質問した（単独回答）。

０ ５０ １００ １５７
度数

図３ SNSの利用目的とよく見る項目
⒜⒝とも、図 1 aで SNSを毎日利用していると答えた１５７
名について選択肢で質問した（複数回答）。

a．SNSの情報をもとにカフェにいったことがあるか

よく投稿する ８７ 投稿しない

０ ５０ １００ １５７
a．SNSの情報をもとにカフェにいったことがあるか

度数
カフェにいったことがある １３３ ない

b．SNSの写真情報を利用したか

写真うつり

味の感想

お店の感想

その他

０ ５０ １００ １５８
度数

b．SNSの写真情報を利用したか

SNSの写真情報を利用した １２７ しなかった

０ ５０ ８７

度数０ ５０ １００ １３３
度数

図６ SNSへの投稿と意識する点
c．SNSの写真情報で注目した点 ⒜図１aで SNSを毎日利用すると答えた１５７名の回答。⒝a

でよく投稿すると答えた８７名に選択肢で質問した（単独回
答）。

食べ物の見た目
お店の雰囲気

価格
その他

０ ５０ １００ １２７
度数

図４ カフェを選ぶ際の情報源と実際の利用
⒜アンケートの回答者全員の回答。⒝ａで実際にカフェに
いったことがあると答えた１３３名の回答。⒞ｂでSNSの写
真情報を利用したと答えた１２７名に選択肢で質問した（複数回
答）。
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を占めている１３－１６）。今回の調査でも、「Insta-
gram」「YouTube」「LINE」「Twitter」が上位を占め
ており、他の調査の結果と大きな違いはないもの
と考えられる。
また、SNSの利用時間も他の調査の、毎日２
～４時間程度と１５，１８）ほぼ同様の利用時間と考え
られる。一方、SNSを利用する目的では「見るだ
け・暇つぶし」「情報源」としての利用が多くを占
め、「人と繋がっていたい」「連絡手段」といった
コミュニケーション目的での利用がかなり低く
なっている。他の調査ではおおむね「情報源」と
しての利用と「コミュニケーション手段」として
の利用であり、「見るだけ・暇つぶし」の利用はあ
まり多くはない１３，１４）。これについては、調査時
期が、少しコロナ禍が落ち着き、対面での授業が
再開された時期でもあるため、知人などと会えな
いことによる「コミュニケーションの手段」とし
て SNSを用いるのではなく、直接、知人などと
会ってコミュニケーションをとっていた可能性も
考えられる。結果、SNSを利用するのは一人に
なった暇なときになり、「見るだけ・暇つぶし」の
利用が最も多くなった可能性が考えられる。ま
た、今回の調査で、SNSで見ている項目では、
「ファッション」「メイク」「食べ物」のほぼ３項
目に限定されている。SNSで見ている項目に関
する調査は少ないが、Instagramの発表した人気
のハッシュタグ Top#２０では、「いいね」「Insta-
gram」関連が７項目、「ファッション」「おしゃれ」
関連が６項目、「カフェ」「食べ物」関連が３項目
であり、「いいね」「Instagram」関連などはコミュニ
ケーションの一つと解釈されている２）。このこと
から、今回の調査対象では、SNSは「コミュニ
ケーションに関連する利用」には、あまり活用さ
れておらず、「暇つぶし」を含めて、主に「情報」
を得るための手段として用いられているものと考
えられる。
SNSの情報をもとに実際にカフェを利用した
かどうかについて、他の調査は確認できなかった
が、「SNSで話題になっていたことがきっかけで
テレビや映画などを見たことはあるか」について
の調査結果は、２０２２年にテスティーラボから報告

されている。この調査では、SNSがきっかけと
なってテレビ番組や映画を見た「高校生」は７５．０
％、「大学生」は６９．８％であったことが報告されて
いる２０）。今回の調査では、「SNSの情報をもとに
カフェにいった」と回答された割合は８４．２％であ
り、他の調査に対しては若干高めであった。一
方、SNSの写真で注目した点では、「食べ物の見
た目」と「お店の雰囲気」のほぼ２点であり、他
の調査のエンタメ食で重視する点とほぼ一致して
いた５－７）。
また、SNSに投稿する割合（今回の調査では

５５．４％、他の調査では６２．６％）や、投稿する際に
意識する点が「写真うつり」である点も、他の調
査の結果とほぼ同様であったと考えられる５－７）。
今回の調査では、SNSは、主に情報収集や暇
つぶしに用いられ、コミュニケーション手段とし
てはあまり用いられない傾向が認められた。SNS
が、コミュニケーション手段としての利用が低下
し、情報源としての利用が増加している傾向は、
他の調査でも確認されている。ICT総研の調査で
も、SNSは、２０１７年には 「情報源としての利用」
はなく、「人とつながっていたい」、「知人の近況
を知りたい」がそれぞれ４０．４％で１位であったが、
２０２２年では「情報源としての利用」が４４．０％と利
用目的の１位になり、「知人の近況を知りたい」
「人とつながっていたい」は２位、３位ではある
もの３７．１％、２３．６％と利用が低下している１０－１３）。
また、カフェの情報源としては、「食べ物の見た
目」や「味などの感想」を重視する点は、他の調
査とほぼ同様であったと考えられる５－７）。
SNSの利用に関しては、２０１７年に渡邉により、

SNSは自分への信頼感の低い自己開示法である
ことが研究され２１）、２０１９年には都筑らにより、
SNSの利用頻度が高くなるほど，承認欲求が強
くなる傾向があり、批判的思考態度が低くなる傾
向になること２２）、大野により、SNS依存傾向で
は、逃避、優越感・評価の獲得、共感の獲得の
オッズが有意に高いこと２３）が研究されている。
また、２０２０年に正木により SNSは、注目を浴び
たいという賞賛獲得的な承認欲求を満たしてくれ
るだけでなく、「みんなから嫌われたくない」とい
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う拒否回避的な承認欲求を保障してくれるこ
と２４）、橋本と山田により、SNSを「昔の友人・知
人との関係を維持するため」に利用することは「自
信」に負の影響を与え、「良い出来事があったとき
に，他者と共有するため」に利用することは自信
に正の影響を与えること１７）が研究されている。
今回の調査では「１０代・２０代のカフェ選びにつ

いて」と題したアンケートであったことが影響し
た可能性も考えられるが、「SNSをコミュニケー
ション手段としては用いず、８４％が SNSの情報
を利用してカフェを利用してはいるが、SNSへ
の投稿は５５％程度であった。」という結果が得られ
た。これは、先の研究結果を考えると、「SNSの
負の部分を避け、感じの良いカフェを満喫したと
いう満足感を得る。承認欲求が強い場合には投稿
して欲求を満たす。」といった、リスクを冒さず満
足感を得る傾向が出ている可能性も考えられた。
今回の調査の結果、限定された範囲ではある
が、１０代・２０代の女子大学生において、８４％が
SNSの情報をもとに実際にカフェに行っており、
カフェを選択する際には、食べ物や飲み物の味や
見た目のみでなく、店舗の雰囲気も、選択の重要
なポイントとなっていることが分かった。
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要旨
本学の女子大学生１５８名に、SNSの利用実態

と、カフェを選ぶ際の SNSの活用についてアン
ケート調査をおこなった。SNSはほぼ全員が、
毎日平均３時間程度利用し、その利用目的は、見

るだけ・暇つぶしか情報源としてであり、見る項
目は、ほぼファッション、食べ物、メイクに特化
されていた。よく投稿する者の割合は５５％であっ
た。また、SNSの情報をもとに、実際にカフェ
にいった者の割合は８４％であり、食べ物の味や見
た目だけでなく、お店の雰囲気なども重視されて
いた。
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